
 

環境フェア２００８「全国花のまちづくり 江戸川大会」に出展しました 

 

６月７日（土）～８日（日）、江戸川区総合文化センターを会場に、江戸川区など４団

体主催による環境フェア２００８「全国花のまちづくり江戸川大会」が開催されました。    

花と緑による環境改善等への技術協力をはじめ、花き産業等の振興で江戸川区と

連携する江戸川分場は、「環境にやさしい園芸技術」をテーマに出展。農総研が開発

した花マット植物の展示、薬剤のみに頼らない環境保全型総合防除技術（ＩＰＭ）を紹

介しました。会場を訪れた約５万人の方々に最近の研究成果を発表することができ、

たいへんな好評を博しました。 

 

 

    

 
 
 

 
環境フェア２００８「全国花のまちづくり 江戸川大会」 

 

昨年度、農林水産省と国土交通省が提唱する（財）日本花普及センター主催「第１７回全国花

のまちづくりコンクール」で、応募総数１,２５１件の中から江戸川区が最高賞である「花のまちづく

り大賞（農林水産大臣賞・市町村部門）」を受賞したのを記念して開かれたものです。 

「全国花のまちづくりコンクール」では、「水・緑・ともに生きる豊かな暮らし」をテーマに、区民

や事業者と協業で江戸川区が取り組む状況が広く紹介され、昭和４５年に「ゆたかな心 地にみ

どり」を合言葉に始まり、長い間江戸川区民と区が一体となって進めてきた「花と緑のまちづく

り」が高く評価されたものです。 


